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岩屑に覆われたクンブ氷河の質量収支に関する研究
Study on mass balance at debris-covered Khumbu Glacier in the Nepal Himalaya
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ヒマラヤの大型氷河は下流部が岩屑に覆われているだけでなく、しばしば消滅したり、形成される氷壁や池も存在し
ており、それらの質量収支に関しては未だ不明な点が多い。これまで、氷河表面の温度から推定される熱抵抗値を使用
した質量収支の推定はいくつかあり、検証データとして流出量や、氷河上のステークデータ（点データ）と比較した研
究はあるが、氷河の下流部全体の質量収支と比較した例は無い。
　そこで、本研究では、氷河表面の温度から導出される熱抵抗値分布と気象データからモデル計算される質量収支と、

氷河の表面低下、表面流速と氷厚から計算される浮上速度、の２つの残差から計算される質量収支との比較をクンブ氷
河において行う。
　気象データはクンブ氷河の脇に位置するイタリアの Pyramidのデータを使用し、熱抵抗値分布、表面流速のデータ

は ASTER衛星画像に基づいている。
　　結果については当日紹介する。
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